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	１．はじめに
	２．J-PARC遅い取り出しと利用される機器
	３．静電セプタムとは
	４．ESSリボンアライメント測定
	ESSリボンのアライメント測定はクリーンブース内にある定盤にヨークを設置し、レーザー変位計を移動させて行う。測定条件として、ステージはヨークの長手方向に1 mm/sで動かし、Samplingは10 msとして測定した。レーザー変位計の焦点距離は5 mm±0.3 mmである。この条件は2013年の測定と同等である[2]。2022年のリボンアライメントの測定結果について図1に示す。

	５．ESS高電圧試験
	リボンアライメント測定の完了後、リニアック棟クリーンブースにてヨークをチェンバーへ組み込み高電圧試験を行った。初めに述べたようにESSは電極とリボンの間の電場によって陽子ビームを削り出している。30GeVの陽子ビームを削り出す電場を発生させるには104.4kVを印加する必要がある。これに対し、試験ではマージンを持って110kV達成を目標としている。110kVの達成のためには、電圧を印加したときに発生する気体分子を真空ポンプで引きながら進める。このように、電圧を印加することで徐々に耐電圧が上昇する現...
	前日に107.58 kVまで昇圧しているものの、コンディショニングが96.48 kVから開始している。通常では一日程度ではコンディショニング開始電圧は0〜2 kVほどしか下がらないがこの結果では11 kV下がっている。また、同様に何日か昇圧を試みたが107.5 kV付近で放電してしまった。この原因として予想されるのはリボン及び電極である。リボンは還元処理をしたこともあり状態が良いとは言えないからである。もう一つは電極だが、こちらは組み立て前に擦り傷が確認できている。この電極の写真を図6に示す。
	これらの問題切り分けのために、まず電極をコンディショニング済みのものに交換して試験を行った。交換後の高電圧試験の結果を図7に示す。
	前日に110 kVまで昇圧しており、コンディショニングが開始したのは108.8 kVであったので前日から1.2  kVほどしか下がっていない。この結果によって放電、及びコンディショニング開始電圧が下がってしまう原因は電極にあると考えられる。
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